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   The following results represented in the tablewere obtained through statistical survey 












其 の他の疾患に対 しても上部尿路,下 部尿路及
び性器に大別 して夫 々疾患別分類を行つた.






















度 よ り引 き続 き通 院 せ る患 者 は47人で,新 患 実 数 は52
人 で あ る.グ ラ フに 示 せ ぽ(Fig.1)の如 く,夏 期 に
708
多 い こ とが わ か る.






































































































































































































2)尿 路 性 器 結核 症
尿 路 性器 結 核 症 の分 類 は(TableVII)の如 くで あ



















































主訴として来院せる患者数は36例をはるか に 上 まわ
る.又性的ノイローゼの増加も注 目す ぺ きで あ る
(TableX).
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